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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期の連結業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期 10,915 △2.6 211 ― 202 907.6 57 △41.2

27年３月期 11,201 0.7 2 ― 20 60.5 96 △9.7
(注) 包括利益 28年３月期 △889百万円( ―％) 27年３月期 833百万円( 347.8％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

28年３月期 7.00 ― 1.7 1.4 1.9

27年３月期 11.53 ― 2.8 0.1 0.0
(参考) 持分法投資損益 28年３月期 60百万円 27年３月期 △2百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期 14,588 2,875 19.7 352.94

27年３月期 15,197 3,871 25.5 474.91
(参考) 自己資本 28年３月期 2,875百万円 27年３月期 3,871百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年３月期 371 716 △76 3,452

27年３月期 △403 △64 △133 2,440
　　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年３月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 40 43.3 1.2

28年３月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 40 71.4 1.2

29年３月期(予想) ― 0.00 ― 5.00 5.00 27.2
　

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,200 32.0 50 ― 50 ― 35 ― 4.30

通 期 11,900 9.0 220 4.2 220 8.8 160 180.4 19.64

決算短信（宝印刷） 2016年05月13日 12時40分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期 8,970,000株 27年３月期 8,970,000株

② 期末自己株式数 28年３月期 823,752株 27年３月期 818,717株

③ 期中平均株式数 28年３月期 8,149,393株 27年３月期 8,409,520株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．平成28年３月期の個別業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期 9,080 △1.7 99 ― 62 307.7 93 △7.2

27年３月期 9,239 △1.1 △39 ― 15 ― 100 ―
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期 11.48 ―

27年３月期 11.98 ―
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期 13,551 3,025 22.3 371.38

27年３月期 13,894 3,388 24.4 415.71

(参考) 自己資本 28年３月期 3,025百万円 27年３月期 3,388百万円
　

　　

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく監査手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関する
分析」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、大胆な金融政策や機動的な財政政策により雇用・所得環境が改善し、

また原油価格の低下等で交易関係が持ち直すなど穏やかな回復基調が続いてきました。一方で中国をはじめとす

る新興国の景気減速の影響等により輸出が弱含み、個人消費及び民間設備投資の回復に遅れも見られる状況で推

移しました。。

このような情勢の中で当社グループは、経営体制の変更を行い、新中期経営計画の一部を見直し、新たに「本

業回帰で筋肉質な企業体質を実現する！」を掲げ、平成31年度までに連結売上高120億円以上、安定的に連結売上

高営業利益率３％以上を実現するため、「事業の選択と集中」、「差別化新製品の開発」及び「固定費の最小

化」に取り組んでまいりました。

　その結果、当連結会計年度の当社グループの売上高は109億1千5百万円(前連結会計年度比2.6％減）、受注高に

つきましては127億1千1百万円（同比14.9%増）となりました。

　損益面では、売上高はほぼ前年度並みでありましたが、原価改善や固定経費削減に努めたことにより、経常利

益は2億2百万円（前連結会計年度比907.6％増）となりました。

　また、特別利益に投資有価証券売却益6千6百万円、特別損失に関係会社株式売却損1億4千2百万円を計上した結

果、親会社株主に帰属する当期純利益は5千7百万円（前連結会計年度比41.2％減）となりました。

　 セグメント別の業績は次のとおりであります。

　 ・機器装置事業

　機器装置事業につきましては、空調機器及び熱源機器の売上が全般的に低調に推移しましたが、環境機器は特

に電気ヒーターの売上増加により好調に推移しました。また、サーモデバイス機器は液晶パネル製造用熱処理炉

の売上が大きく伸びたことにより好調に推移しました。

　その結果、当事業の売上高は66億9千5百万円（前連結会計年度比0.1％減）、受注高は85億1千2百万円（同比

30.0％増）となりました。

　・素形材加工事業

　素形材加工事業につきましては、精密鋳造品の売上は好調に推移しましたが、公共工事の減少により景観製品

の売上が減少しました。

　その結果、当事業の売上高は19億4千万円（前連結会計年度比0.9％減）、受注高は17億4千9百万円（同比19.6

％減）となりました。

・サービスエンジニアリング事業

　サービスエンジニアリング事業につきましては、有料サービス及びリニューアル工事は好調に推移しましたが、

大型案件の減少により設備工事の売上が減少しました。

　その結果、当事業の売上高は22億7千9百万円（前連結会計年度比10.3％減）、受注高は24億4千9百万円（同比

4.6％増）となりました。

(次期の見通し）

これからも「信頼され選択される企業集団」となりうるよう、全力をつくし業績向上へ邁進していく所存であ

ります。

なお、平成28年度の連結予想値につきましては、売上高119億円、営業利益2億2千万円、経常利益2億2千万円、

親会社株主に帰属する当期純利益1億6千万円を見込んでおります。
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（２）財政状態に関する分析

①資産・負債・純資産の状況

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ6億9百万円減少し、145億8千8百万円となりました。主

な要因は、現金及び預金が10億3千8百万円、たな卸資産(商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）が4億8千9百

万円増加した一方、受取手形及び売掛金が4億1千5百万円、投資有価証券が14億3千9百万円減少したことによるも

のであります。

負債については、前連結会計年度末に比べ3億8千6百万円増加し、117億1千3百万円となりました。主な要因は、

退職給付に係る負債が3億4千2百万円増加したことによるものであります。

　純資産については、前連結会計年度末に比べ9億9千6百万円減少し、28億7千5百万円となりました。主な要因は、

その他有価証券評価差額金4億1千5百万円、退職給付に係る調整額4億2千1百万円の減少であります。

②キャッシュ・フローの状況

営業活動の結果獲得した資金は3億7千1百万円（前年同期は4億3百万円の支出）となりました。これは主に、売

上債権の減少額3億4千8百万円、仕入債務の増加額2億3千3百万円及び減価償却費1億5千6百万円による増加とたな

卸資産の増加額4億8千9百万円による減少であります。

投資活動の結果獲得した資金は7億1千6百万円（前年同期は6千4百万円の支出）となりました。これは主に、有

価証券の純増減額6億円及び関係会社株式売却による収入2億5千6百万円による増加と有形及び無形固定資産の取得

による支出2億2百万円による減少であります。

財務活動の結果支出した資金は7千6百万円（前年同期は1億3千3百万円の支出）となりました。これは主に配当

金の支払4千万円による減少であります。

以上の結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より10億1千1百万円増加し、

34億5千2百万円となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率 20.6 23.7 20.8 25.6 19.7

時価ベースの自己資本比率 8.0 14.1 11.6 10.9 10.5

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

34.6 15.1 14.4 △13.1 14.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

1.8 4.2 4.7 △5.3 5.2

　自己資本比率：自己資本／総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

　インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主各位に対し、安定的な配当継続を最重要課題と位置づけており、加えて企業業績を勘案し、配当を

行うことを基本としております。また、今後予想される競争激化に耐えうるための経営効率化、新規事業進出に備

えるための内部留保の充実を勘案して決定する方針をもっております。

なお、当期の利益配当金につきましては、上記基本方針に基づき、期末に1株当たり5.0円を行うことを予定して

おります。

また、次期の利益配当金につきましては、1株当たり5.0円を行うことを予定しております。
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２．企業集団の状況

　当社グループは、当社、子会社２社及び関連会社１社で構成され(平成28年３月31日現在)、空調機器、熱源機器、環

境製品、橋の欄干製品、液晶表示製造用の熱処理炉装置、各種鋳物製品等の製造販売等及び工事請負を主な事業内容と

しております。

当社グループの事業に係わる位置づけ、セグメントの関連は、次のとおりであります。

なお、下記事業区分は(セグメント情報等)「セグメント情報」における事業区分と同一であります。

機器装置事業 …… 当部門は当社において、ファンコイルユニット、エアハンドリングユニット等の空

調機器、業務用エコキュート、ボイラー、ヒーター、バーナー、オユシス等の熱源

機器、循環温浴器、空気清浄機等の環境機器、液晶パネル製造用熱処理炉の製造販

売を行っているほか、子会社及び関連会社において一部製造、販売、製品輸送業務

等を行っております。

素形材加工事業 …… 当部門においては、橋の欄干、防護柵等の景観製品、ダクタイル鋳鉄、合金特殊鋳

造製品の製造販売を行っております。

サービスエンジニアリ

ング事業

…… 当部門は空調設備、給排水衛生設備等の請負工事を行っているほか、子会社におい

て販売及びメンテナンス、取替工事等を行っております。

事業の系統図は次のとおりであります。

決算短信（宝印刷） 2016年05月13日 12時40分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



昭和鉄工株式会社(5953) 平成28年３月期 決算短信

― 5 ―

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、環境を考えるということが現代の企業の責務であると認識し、「地球環境にやさしい、そして、

よりよい生活環境の創造」を経営理念としております。その理念のもと長年、受け継ぎ育んできた「誠実」という

伝統を守りながら、顧客の皆様や社会のために役立つ企業でありつづけることを経営方針としております。

（２）中長期的な会社の経営戦略

　今後の見通しにつきましては、円高・株安の進行や世界経済減速懸念の高まりで、企業収益の減少による設備

投資の抑制、賃上げ率の鈍化による消費マインドの減退など下押し圧力が強まり、依然として不透明な状況が続

くもの予想されます。

　このような情勢の中で当社グループは、平成31年度を最終年度とする中期経営計画「本業回帰で筋肉質な企業

体質を実現する！」をさらに追及し、４年以内に連結売上高120億円以上、安定的に連結売上高営業利益率３％以

上の必達を目指し、引き続き次の重点課題に取り組んでまいります。

１．事業の選択と集中

　・低収益事業の整理とコア事業への移行とともに、市場縮小製品から高成長製品への移行に取り組みます。

・燃焼技術、ヒートポンプ技術、電気ヒーター技術などのコア技術の応用展開と組合せによる顧客指向の製品

に集中し、利益率の確保に取り組みます。

・さらなる事業の選択と集中のために、社外の協力を得ながら現状の事業分析を進め、新たな事業戦略を展開

します。

２．差別化新製品の開発

・ヒートポンプ技術の応用展開を図り、ヒートポンプ空調機器のラインナップ拡充とCO ₂ ヒートポンプ給湯機

の本格市場投入を行います。

・燃焼機器の深化を図り、高効率化、低騒音化、低NOx化をさらに追求します。また、ヒートポンプのハイブリ

ッド化など業務用給湯システムの実態に即した製品開発に取り組みます。

・電気ヒーター技術の応用展開を図り、半導体分野など新たな市場開拓を推進します。。

　３．固定費の最小化

・本社機能の集約とスタッフ部門の少数精鋭化を図るとともに、事業直結以外の経費の削減を行います。

・代表取締役社長直轄の構造改革推進部において、基本の徹底（ＰＤＣＡ、５Ｗ１Ｈ、三現主義、報連相、見

える化）によるムリ・ムダ・ムラの排除を含めた全社横断的な改革を推進します。

これからも『誠実を造り、誠実を売り、誠実をサービスする』の社是のもと、全力をつくして業績の向上と安定

した収益基盤の確立に邁進していく所存であります。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏

しいため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,506 3,545

受取手形及び売掛金 3,495 3,080

電子記録債権 211 278

有価証券 600 400

商品及び製品 194 242

仕掛品 692 1,129

原材料及び貯蔵品 326 331

その他 99 64

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 8,124 9,069

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 557 589

機械装置及び運搬具（純額） 236 268

土地 1,581 1,581

建設仮勘定 89 4

その他（純額） 107 86

有形固定資産合計 2,572 2,531

無形固定資産 41 43

投資その他の資産

投資有価証券 3,854 2,415

その他 631 555

貸倒引当金 △26 △26

投資その他の資産合計 4,459 2,943

固定資産合計 7,073 5,518

資産合計 15,197 14,588
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,642 2,875

短期借入金 4,420 4,420

未払費用 426 448

未払法人税等 17 67

設備関係支払手形 61 41

その他 500 445

流動負債合計 8,069 8,299

固定負債

長期借入金 870 850

退職給付に係る負債 1,832 2,175

繰延税金負債 187 41

その他 367 347

固定負債合計 3,256 3,413

負債合計 11,326 11,713

純資産の部

株主資本

資本金 1,641 1,641

資本剰余金 1,225 1,225

利益剰余金 605 556

自己株式 △146 △147

株主資本合計 3,325 3,276

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 550 135

為替換算調整勘定 219 109

退職給付に係る調整累計額 △225 △646

その他の包括利益累計額合計 545 △400

純資産合計 3,871 2,875

負債純資産合計 15,197 14,588
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 11,201 10,915

売上原価 8,636 8,423

売上総利益 2,565 2,491

販売費及び一般管理費 2,562 2,280

営業利益 2 211

営業外収益

受取利息 18 17

受取配当金 54 63

持分法による投資利益 － 60

その他 41 51

営業外収益合計 115 193

営業外費用

支払利息 78 73

契約精算損 － 102

持分法による投資損失 2 －

その他 16 26

営業外費用合計 97 202

経常利益 20 202

特別利益

固定資産売却益 26 －

投資有価証券売却益 76 66

特別利益合計 102 66

特別損失

関係会社株式売却損 － 142

特別損失合計 － 142

税金等調整前当期純利益 122 126

法人税、住民税及び事業税 25 69

法人税等合計 25 69

当期純利益 96 57

親会社株主に帰属する当期純利益 96 57
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 96 57

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 450 △415

退職給付に係る調整額 178 △421

持分法適用会社に対する持分相当額 107 △109

その他の包括利益合計 736 △946

包括利益 833 △889

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 833 △889

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 1,641 1,225 543 △88 3,322 100 111 △403 △191 3,131

会計方針の変更によ

る累積的影響額
6 6 6

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,641 1,225 550 △88 3,329 100 111 △403 △191 3,138

当期変動額

剰余金の配当 △42 △42 △42

親会社株主に帰属す

る当期純利益
96 96 96

持分法の適用範囲の

変動
－ －

自己株式の取得 △58 △58 △58

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

450 107 178 736 736

当期変動額合計 － － 54 △58 △3 450 107 178 736 733

当期末残高 1,641 1,225 605 △146 3,325 550 219 △225 545 3,871

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 1,641 1,225 605 △146 3,325 550 219 △225 545 3,871

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,641 1,225 605 △146 3,325 550 219 △225 545 3,871

当期変動額

剰余金の配当 △40 △40 △40

親会社株主に帰属す

る当期純利益
57 57 57

持分法の適用範囲の

変動
△64 △64 △64

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△415 △109 △421 △946 △946

当期変動額合計 － － △48 △0 △49 △415 △109 △421 △946 △996

当期末残高 1,641 1,225 556 △147 3,276 135 109 △646 △400 2,875
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 122 126

減価償却費 146 156

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △24 △78

受取利息及び受取配当金 △73 △81

支払利息 78 73

持分法による投資損益（△は益） 2 △60

固定資産売却損益（△は益） △26 -

投資有価証券売却損益（△は益） △76 △66

関係会社株式売却損益（△は益） - 142

売上債権の増減額（△は増加） 205 348

たな卸資産の増減額（△は増加） △86 △489

仕入債務の増減額（△は減少） △96 233

未払消費税等の増減額（△は減少） △24 △28

その他の資産・負債の増減額 △499 64

その他 0 0

小計 △351 339

利息及び配当金の受取額 97 105

利息の支払額 △76 △73

法人税等の支払額 △72 △17

法人税等の還付額 - 17

営業活動によるキャッシュ・フロー △403 371

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △43 △83

定期預金の払戻による収入 4 83

有価証券の純増減額（△は増加） - 600

有形及び無形固定資産の取得による支出 △152 △202

有形及び無形固定資産の売却による収入 30 11

投資有価証券の取得による支出 - △47

投資有価証券の売却による収入 96 96

関係会社株式の売却による収入 - 256

その他の支出 △3 -

その他の収入 3 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △64 716

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300 500

長期借入金の返済による支出 △320 △520

配当金の支払額 △42 △40

自己株式の取得による支出 △58 △0

その他 △13 △14

財務活動によるキャッシュ・フロー △133 △76

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △601 1,011

現金及び現金同等物の期首残高 3,042 2,440

現金及び現金同等物の期末残高 2,440 3,452
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数 2社

連結子会社の名称 昭和ネオス㈱

　 昭和トータルサービス㈱

２ 持分法の適用に関する事項

持分法適用関連会社の数 1社

持分法適用関連会社の名称 大連氷山空調設備有限公司

連結の範囲または持分法の適用の範囲の変更

　平成28年３月28日付で、持分法適用関連会社であったKOREA PIONICS CO.,LTDの保有株式を一部売却したため、同

社を持分法の適用の範囲から除外しております。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。

４ 会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

(イ)有価証券

満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)によっております。

その他有価証券

時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法によっております。(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定しております。)

時価のないもの

移動平均法による原価法によっております。

(ロ)たな卸資産

製品、商品及び仕掛品は主として総平均法によっております。

原材料は移動平均法によっております。

なお、評価基準については、原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

(イ)有形固定資産(リース資産を除く)

主として定率法によっております。主な耐用年数は、建物及び構築物(３年～50年)、機械装置及び運搬具(４年

～12年)であります。

(ロ)無形固定資産(リース資産を除く)

定額法によっております。

なお、ソフトウエア(自社利用分)については、社内における利用可能期間(５年)で償却しております。

(ハ)リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(4) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許資金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資からなっております。

(5) 重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

金利スワップについては、特例処理の要件を満たしておりますので、特例処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段 ： 金利スワップ

ヘッジ対象 ： 借入金利息

③ヘッジ方針

将来の金利変動によるリスク回避を目的としており、投機的な取引は行わない方針であります。

④ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップの特例処理の要件を満たしているため、有効性の評価を省略しております。

(6) 退職給付に係る会計処理の方法

　 ①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

　 ②数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)に

よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号

平成25年９月13日。）等を、当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連

結財務諸表の組替えを行っております。
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(連結貸借対照表関係)

１ 有形固定資産から直接控除した減価償却累計額

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

減価償却累計額 7,531百万円 7,612百万円

　

２ 担保に供している資産

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

定期預金 66百万円 93百万円

受取手形及び売掛金 544百万円 448百万円

建物及び構築物 256百万円 244百万円

機械装置及び運搬具 0百万円 0百万円

土地 522百万円 522百万円

投資有価証券 601百万円 356百万円

投資その他資産「その他」 27百万円 ―百万円

　 計 2,017百万円 1,665百万円

　

　 定期預金及び投資その他の資産「その他」は海外取引に伴う契約履行保証として、担保に供しております。

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 8,970,000 ― ― 8,970,000

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 537,921 280,796 ― 818,717

（注）自己株式の株式数の増加は、会社法第155条第３号の規定に基づく取得280,000株及び単元未満株式の買取りに

よる増加796株であります。

３ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 42 5.00 平成26年３月31日 平成26年６月26日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 40 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 8,970,000 ― ― 8,970,000

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 818,717 5,035 ― 823,752

（注）自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加5,035株であります。

３ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 40 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 40 5.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品・サービス別の事業部門を置き、各事業部門は取り扱う製品・サービスについて国内及び海

外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社は事業部門を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「機器装置事業」、

「素形材加工事業」及び「サービスエンジニアリング事業」の３つを報告セグメントとしております。

「機器装置事業」は、空調機器、熱源機器、環境機器、液晶パネル製造用熱処理炉等の製造販売をしております。

「素形材加工事業」は、景観製品、各種鋳造品等の製造販売をしております。「サービスエンジニアリング事業」

は、空調設備、給排水衛生設備工事等の請負工事のほか、メンテナンス、取替工事をしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は、予め定めた合理的な価額に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

機器装置事業 素形材加工事業
サービスエンジニア

リング事業

売上高

外部顧客への売上高 6,702 1,957 2,541 11,201

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9 15 138 163

計 6,712 1,973 2,679 11,364

セグメント利益又は損失(△) △101 13 90 2

セグメント資産 4,959 2,854 968 8,782

その他の項目

減価償却費 108 37 0 146

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

124 123 0 248

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

機器装置事業 素形材加工事業
サービスエンジニア

リング事業

売上高

外部顧客への売上高 6,695 1,940 2,279 10,915

セグメント間の内部
売上高又は振替高

15 22 108 146

計 6,711 1,962 2,387 11,061

セグメント利益 103 14 93 211

セグメント資産 4,752 2,701 993 8,447

その他の項目

減価償却費 112 43 0 156

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

66 62 1 129
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４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 11,364 11,061

セグメント間取引消去 △163 △146

連結財務諸表の売上高 11,201 10,915

(単位：百万円)

利益又は損失 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2 211

その他の利益 ― ―

連結財務諸表の営業利益 2 211

(単位：百万円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 8,782 8,447

全社資産(注) 6,415 6,140

その他の調整額 ― ―

連結財務諸表の資産合計 15,197 14,588

(注) 全社資産は主に報告セグメントに帰属しない親会社の余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証

券)及び管理部門に係る資金等であります。

(単位：百万円)

その他の項目

報告セグメント計 調整額
連結財務諸表

計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 146 156 ― ― 146 156

有形固定資産及び無形固定資産の
増加額

248 129 ― ― 248 129
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 474.91円 352.94円

１株当たり当期純利益金額 11.53円 7.00円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当期純利益(百万円) 96 57

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 96 57

普通株式の期中平均株式数(株) 8,409,520 8,149,393

　

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,261 3,221

受取手形 1,246 994

売掛金 1,811 1,802

電子記録債権 199 215

有価証券 600 400

商品及び製品 159 176

仕掛品 688 1,121

原材料及び貯蔵品 326 331

前払費用 16 16

その他 171 146

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 7,479 8,424

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 373 413

構築物（純額） 14 11

機械及び装置（純額） 235 267

車両運搬具（純額） 1 1

工具、器具及び備品（純額） 38 32

土地 1,415 1,415

リース資産（純額） 65 50

建設仮勘定 89 4

有形固定資産合計 2,232 2,196

無形固定資産 40 43

投資その他の資産

投資有価証券 3,226 2,415

関係会社株式 513 110

出資金 211 211

その他 214 173

貸倒引当金 △23 △23

投資その他の資産合計 4,141 2,886

固定資産合計 6,414 5,127

資産合計 13,894 13,551
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 1,333 1,472

買掛金 884 1,053

短期借入金 4,400 4,400

未払金 70 79

未払費用 384 404

未払法人税等 13 28

預り金 292 288

設備関係支払手形 61 41

その他 104 41

流動負債合計 7,544 7,809

固定負債

長期借入金 800 800

長期預り保証金 320 315

退職給付引当金 1,607 1,528

繰延税金負債 187 41

その他 46 31

固定負債合計 2,961 2,717

負債合計 10,505 10,526

純資産の部

株主資本

資本金 1,641 1,641

資本剰余金

資本準備金 532 532

その他資本剰余金 693 693

資本剰余金合計 1,225 1,225

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 117 170

利益剰余金合計 117 170

自己株式 △146 △147

株主資本合計 2,837 2,889

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 550 135

評価・換算差額等合計 550 135

純資産合計 3,388 3,025

負債純資産合計 13,894 13,551
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 9,239 9,080

売上原価 7,570 7,477

売上総利益 1,668 1,602

販売費及び一般管理費 1,707 1,503

営業利益又は営業損失（△） △39 99

営業外収益

受取利息 19 17

受取配当金 82 84

雑収入 47 62

営業外収益合計 148 164

営業外費用

支払利息 75 71

契約精算損 － 102

その他 18 27

営業外費用合計 94 201

経常利益 15 62

特別利益

固定資産売却益 26 -

投資有価証券売却益 43 66

関係会社株式売却益 26 -

特別利益合計 96 66

特別損失

関係会社株式売却損 - 12

特別損失合計 - 12

税引前当期純利益 112 116

法人税、住民税及び事業税 11 22

法人税等合計 11 22

当期純利益 100 93
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 1,641 532 693 1,225 52 52

会計方針の変更によ

る累積的影響額
6 6

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,641 532 693 1,225 58 58

当期変動額

剰余金の配当 △42 △42

当期純利益 100 100

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － 58 58

当期末残高 1,641 532 693 1,225 117 117

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △88 2,830 100 100 2,931

会計方針の変更によ

る累積的影響額
6 6

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△88 2,837 100 100 2,937

当期変動額

剰余金の配当 △42 △42

当期純利益 100 100

自己株式の取得 △58 △58 △58

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

450 450 450

当期変動額合計 △58 0 450 450 450

当期末残高 △146 2,837 550 550 3,388
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当事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 1,641 532 693 1,225 117 117

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,641 532 693 1,225 117 117

当期変動額

剰余金の配当 △40 △40

当期純利益 93 93

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － 52 52

当期末残高 1,641 532 693 1,225 170 170

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △146 2,837 550 550 3,388

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△146 2,837 550 550 3,388

当期変動額

剰余金の配当 △40 △40

当期純利益 93 93

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△415 △415 △415

当期変動額合計 △0 51 △415 △415 △363

当期末残高 △147 2,889 135 135 3,025
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